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 平成 31 年２月８日 

各   位 

会 社 名 株式会社ゴールドウイン   

代表者名 代表取締役社長    西田 明男 

（コード番号 8111 東証第一部） 

問合せ先 取締役副社長執行役員   

                         管理統括本部長兼管理本部長   

                                   二川 清人 

（TEL 03-3481-7203） 

 

 

連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）及び債権放棄に関するお知らせ 

 

当社は、平成31年２月８日開催の取締役会において、下記のとおり、当社100％出資の連

結子会社である株式会社アートウインを吸収合併することを決議いたしましたので、下記の

とおりお知らせいたします。 

また、当社は、本合併の決議にあたり、当社が株式会社アートウインに対して有する債権

のうち一部を放棄することを併せて決議いたしました。 

なお、本合併は、100%出資の子会社を対象とする簡易吸収合併であるため、開示事項・内

容を一部省略して開示しております。 

記 

 

１．合併の目的 

株式会社アートウインは、平成31年１月15日に公表いたしましたとおり、染色加工事業

からの撤退を決定しており、今後お客様との契約関係等の終了を順次進めてまいります。 

このような状況に鑑み、当社グループ内の事務効率の向上や経営資源の集中管理を図るた

め、同社を当社に吸収合併することといたしました。 

 

２．合併の要旨 

(1) 合併の日程 

当社取締役会決議日 平成31年２月８日 

合併契約締結日 平成31年２月８日 

合併期日（効力発生日） 平成31年４月１日（予定） 

なお、本合併は、当社においては会社法第 796 条第２項に定める簡易合併、株式会社

アートウインにおいては会社法 784 条第１項に定める略式合併に該当するため、いずれ

も合併契約に関する株主総会の承認決議を経ずに行います。 

 

(2) 合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式であり、株式会社アートウインは解散いたします。

なお、同社は債務超過となっておりますが、本合併に先立ち、当社が同社に対して有する

債権の一部を放棄することにより債務超過状態を解消した後合併する予定です。 

放棄する債権の内容  関係会社貸付金 

放棄する債権の額   250百万円（見込み） 

実施日        平成31年３月31日（予定） 

 

(3) 合併に係る割当ての内容 

本合併による株式その他金銭等の割当てはありません。 

 

(4) 合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 
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３．合併当事者の概要（平成30年９月30日現在） 

 存 続 会 社 消 滅 会 社 

商号 株式会社ゴールドウイン 株式会社アートウイン 

本店所在地 富山県小矢部市清沢210番地 富山県小矢部市福上396番地 

代表者の役職・氏名 代表取締役社長 西田明男 代表取締役社長 紫藤清一 

事業内容 スポーツ用品の製造・販売 

 

染色加工 

資本金 7,079百万円 100百万円 

設立年月日 昭和26年12月22日 平成22年７月６日 

発行済株式総数 23,824,086株 3,000株 

決算期 ３月31日 ３月31日 

大株主及び持株比率 コリアセキュリティーズデポ 

ジトリーサムスン 

（常任代理人シティバンク、 

エヌ・エイ東京支店） 

17.99％

株式会社ゴールドウイン 

100.00％

 三井物産株式会 

9.31％
 

 日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口） 

4.60％

株式会社北陸銀行 

4.22％

丸紅株式会社 

4.10％

 

直前事業年度の財政状況及び経営成績 

 平成30年3月期（連結） 平成30年3月期（単体） 

総資産 71,300百万円 280百万円

純資産 35,425百万円 △147百万円

1株当たり純資産  1,540.47円   △49,057.18円   

売上高 70,420百万円 579百万円

営業利益 7,102百万円 △6百万円

経常利益 7,833百万円 △11百万円

親会社株主に帰属する当期

純利益、または当期純利益 

5,174百万円 △98百万円

1株当たり当期純利益 228.09円   △32,987.57円   

 

４．本合併後の状況 

本合併後の当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決算期に

変更はありません。 

 

５．業績に与える影響 

当社は、本合併に先立ち債権放棄を実施いたしますが、単体決算においては、貸倒引当

金を設定しているため、影響は軽微であります。なお、連結決算においては、当社100%出

資の連結子会社との合併であるため、影響はありません。 

 

以 上 


